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令和５年度第１回防府市男女共同参画審議会 会議録（要旨） 

 

１ 日時 令和５年７月７日（金）午前１０時～午前１１時４０分 

２ 場所 防府市役所 １号館３階第１大会議室 

３ 出席者 

【委 員】 

森原委員、山野委員、井上委員、内田委員、門田委員、萩原委員、 

上田委員、東福委員、肥田委員、倉員委員、矢田委員、河村委員、 

平田委員、吉次委員、中司委員 

 

【事務局】 

健康福祉部長、健康福祉部次長、社会福祉課長、人権推進室長 

男女共同参画係 

４ 傍聴者 １人 

５ 議題 

（１）第５次防府市男女共同参画推進計画に基づく令和４年度事業実

績について 

（２）第６次防府市男女共同参画推進計画に基づく令和５年度事業計

画について 

 

１ 開会     ＜省略＞ 

 

２ 市長挨拶 

・今年度、小学校に入学する全てのお子さんには、ベージュ色の通学用カバンをお贈り 

しており、こうした取組の一つ一つが、地域での男女共同参画意識の醸成につながる 

ものと考えている。 

・第６次計画においては、地域課題の解決や魅力ある地域づくりに多様な価値観や発想 

を反映させることができるよう、地域活動における男女共同参画社会の推進を、新た 

に重点項目に位置付け、取組を進めている。 

３ 審議会委員の紹介    ＜省略＞ 

 

４ 会長・副会長の選任について 

 

防府市男女共同参画審議会規則第２条第１項に基づき、会長に森原委員、副会長に山野

委員を選任。 



 - 2 - 
 

５ 議題 

 

（１）第５次防府市男女共同参画推進計画に基づく令和４年度事業実績について 

 

事務局から資料①「第５次防府市男女共同参画に基づく令和４年度事実績」を説明。 

 

第５次防府市男女共同参画推進計画では、基本目標を３つ掲げ、それぞれの目標に対

して重点項目と施策を策定している。 

本日は、主だった事業の実績及び、男女共同参画係の取組を中心に説明する。 

 

（Ｐ１の上から５番目の項目） 

本市の審議会等委員への女性の登用状況を調査し、公表している。 

審議会等委員の選任にあたり、女性の積極的登用を団体への働きかけをしているもの

の、令和４年４月１日時点の審議会等委員に占める女性の割合は３０．１％で、計画

の指標目標の３５％に達しておらず、事業評価をＣ判定としている。 

各団体に対し、男女共同参画の趣旨を丁寧に説明し、女性の積極的な登用を促進して

いく。 

 

（Ｐ１の下から２番目の項目） 

市では、特定事業主行動計画に基づき、女性の活躍を推進している。 

市の女性職員の管理職への登用について、１５％以上を目標に積極的に登用してい

る。令和４年４月１日時点の管理職の女性割合は、１８％と目標を上回っており、事

業評価をＡ判定としている。 

女性職員の管理職への登用目標を掲げているものの、目標達成のために登用を進める

のではなく、人材の育成を図り、その結果として目標が達成されるような形で進めた

いと考えている。 

 

（Ｐ３の一番上の項目） 

女性の意見が反映されるよう、地域の各組織・団体の代表者等へ女性の登用を促進し

ている。本市の自治会長に占める女性の割合は２．７％と前年度より減少しており、

事業評価をＣ判定としている。 

自治会長をはじめ自治会組織を担う役員が、性別に関係なく選出され、男女が共に得

意分野を活かし主体的に自治会活動に参加し、意見を反映させるよう努める。 
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（Ｐ６の上から２番目の項目） 

労働条件・雇用環境の整備の促進について、市内の企業において、働きやすい職場環

境を作るため、一定の基準を満たす企業を「ほうふ幸せます働き方推進企業」に認定

している。令和４年度は、新規の認定申請が無かったことから、事業評価をＣ判定と

している。新規申請のため、制度の周知を行っている。また、認定期間の満了後も、

引き続き取組を進めてもらえるよう、認定の更新を企業に働きかけている。 

 

（Ｐ１８の一番上の項目） 

男性の家庭生活への参画の促進のため、啓発講座を開催している。家族皆で共に家事

に取り組めるよう、やることの整理・思考の整理で家事の負担を軽減する「家事ラク

講座」を開催した。また、男性の家事・育児への参画を目的とした「父と子の料理教

室」を２回開催した。 

また、包括連携協定企業である明治安田生命保険相互会社と協同し「女性活躍セミナ

ー」を開催した。 

 

（Ｐ１８の上から２番目の項目） 

幅広い世代の男性に育児や家事への参画の意識啓発のため、「イクメン・イクジイ・

カジダンフォトコンテスト」を実施した。令和４年度は５１点の応募があり、イオン

防府店とルルサス防府の２か所で展示を行い、５０９票の投票があった。 

 

（Ｐ２２の１番上と上から２番目の項目） 

○リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の普及とし

て、中高生にデートＤＶについての認識を持ってもらうため、市内の中学３年生と高

校３年生に学校を通じ、パンフレットとデートＤＶ相談カードを配布した。 

また、交際相手からの暴力の予防・啓発のため、大道中学校で「デートＤＶ予防啓発

講座」を実施した。 

今後も積極的に講座を実施することとし、学校や関係部署への働きかけを行う。 

 

（Ｐ２５の１番下と下から２番目の項目） 

４０歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者の生活習慣病予防のため、特定健康診査

や特定保健指導を実施している。本市の特定健診受診率は３０％前後と低いことが課

題となっており、受診者の増加を図るため、人工知能（ＡＩ）で受診履歴等の情報か

ら受診対象者の行動を分析し、対象者に合った内容の受診勧奨文書を案内をしてい

る。 

特定保健指導は実施医療機関が少なく、加えて特定保健指導内容が浸透していないた

め、利用率が１０％前後と低く、事業評価をＣ判定としている。 
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また、３０歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者を対象に、人間ドックを実施して

いる。令和４年度の人間ドックの利用者が前年度より減少しており、事業評価をＣ判

定としている。これは、新型コロナウイルス感染症の対応のため、医療機関が健康診

断や検診を一時停止したことが減少要因の一つと考えられる。 

 

（Ｐ３５の上から１番上の項目） 

相談窓口の周知拡大について、市内の公共施設・医療機関・保育園・幼稚園に相談窓

口を記載したＤＶ相談カードの設置を依頼した。 

また、令和４年度は、民生委員・児童委員の一斉改選があったことから、民生委員・

児童委員にＤＶ相談カードを配布した。 

 

（Ｐ３５の上から３番目の項目） 

相談体制の充実について、女性相談員等が電話や来所の相談に対応し、ＤＶ被害者の

自立に向けた支援を行っている。令和４年度の相談件数は、電話相談１３２件、来所

相談３１２件でした。相談件数が年々増加し、内容も複雑化していることから、関係

機関との連携をより強化し、相談体制の充実を図っていく。 

 

（Ｐ４１の一番上の項目） 

生きがいづくり活動への支援として、防府図書館で、高齢者・障害者向けの資料を整

備・充実させている。令和４年度から、図書館障害者等用サービス「ひなぎくネッ

ト」の運用と電子図書館のサービスを開始しており、事業評価をＡ判定としている。 

 

（Ｐ４８の下から３番目の項目） 

人権を尊重する意識の普及啓発・学習会の支援として、地域、学校、企業等で開催され

る人権学習会に、人権学習指導員を派遣している。令和４年度は、人権学習指導員を４

４回派遣しており、事業評価をＡ判定としている。 

 

（Ｐ４９の上から２番目の項目） 

各種団体や関係機関と連携した啓発の推進として、生涯学習フェスティバルに男女共

同参画コーナーの出展をし、ＤＶ防止に関するパネルの展示、相談窓口を記載したポ

ケットティッシュやリーフレットを配布した。 

 

（Ｐ５０の下から２番目の項目） 

教育関係者の資質・知識の向上として、新規採用及び転入教職員に、教育方法の工

夫・改善研究及び教職員自身の人権意識の高揚を図るための研修会を行っている。令

和４年度は６３人の教職員が研修に参加しており、事業評価をＡ判定としている。 



 - 5 - 
 

（Ｐ５８の上から２番目の項目） 

男性の家庭、地域参画に向けた支援として、働き方を見直すため、市職員の心身の健

康増進に関する取組及び職員の時差出勤勤務を実施している。 

職員の時差出勤の取扱いを改正し、より柔軟な時差出勤の体制を整えており、事業評

価をＡ判定としている。 

 

（Ｐ６３の上から３番目の項目） 

市民の国際理解、国際協調に対する意識の醸成として、聞いて得するふるさと講座

（出前講座）のメニューに「防府市の国際交流（異文化理解）」を載せている。令和

４年度は、受講申し込みが無く、開催していないことから事業評価をＤ判定としてい

る。 

 

事務局から資料③「第５次防府市男女共同参画推進計画総合評価」を説明 

 

一時保育事業やファミリーサポート利用件数等の一部は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大の影響を受けたと考えられるものがある。 

 

重点的に取り組む３つの事項について説明。 

 

基本目標Ⅰ 「重点項目１ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」 

審議会等への女性の積極的な登用については、選任にあたり団体への働きかけている

ものの目標３５％に対して、３０％と横ばい状態で、最終目標の達成に至っていない

状況。引き続き、市が率先して、審議会等への女性の登用に取り組み、施策や方針決

定過程への女性の参画を推進する。 

 

基本目標Ⅱ 「重点項目５ 男女間におけるあらゆる暴力の根絶」 

社会福祉課に相談窓口を設置し、ＤＶ被害者に対して、関係機関と連携して支援を行

っている。 

ＤＶ相談件数は増加しており、若年層に対し、暴力を許さない意識啓発を推進する。

また、ＤＶ被害者がひとりで悩むことがないよう、相談窓口を各種媒体を活用し、広

く行き渡るよう周知を行う。 

 

基本目標Ⅲ 「重点項目８ 男女共同参画の視点に立った意識の改革」 

性別による固定的な役割分担意識は、未だ根強く残っており、解消には根気よく啓発

を続ける必要がある。家庭生活における男女の協力を進めるために、夫婦や家族間の

役割分担について、コミュニケーションを促進する必要がある。 
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また、男性自身が家事や育児・介護への参画意識を高めるとともに、家事や育児・介

護が社会で評価されるよう、社会制度や慣行の見直しに向けた意識づくりのための広

報や啓発講座を引き続き行う。 

 

【会長】 

事務局からの説明に対し、何か質問等がありますか。 

 

【Ａ委員】 

私なりに作った評価シートについて説明したい。 

以前、地域福祉計画の評価をどのようにするかとなった時、数値的に評価しなければ

わからない。特に、事業報告が増えれば増えるほどわからない。 

Ａが４、Ｂが３、Ｃが２、Ｄが１と点数を付けて評価する。地域福祉計画では、３方

向からそれぞれに評価して総合評価を決めた。 

今回の第５次計画は、３１８の事業があった。行われていない事業もあったが、かな

りの数になる。これでは普通には比べられない。評価がＡＢＣＤで書いてあると、余計

わからないので、点数で表したのがこの評価シートである。 

加重平均を取っており、全ての点数を合計すると９４７点で、これを３１８事業で

割ると、２．９８になる。それぞれの施策、重点目標や基本目標をその範囲内で点数

化したものがこの一覧表だ。事業によって重みがあると思うが、私は委員になったば

かりで、その重みの状況がよくわからないので、単純に加重平均を出した。２．９８

は切り捨てると２になり、切上げると３になる。３には達していないが、２よりは上

だという総合的評価になる。これを毎年やると、この点数が上がったのか上がらない

のかによって、それぞれの施策が少しずつ実行に移されているかがわかる。もちろん

個別の数値だけで捉えると、確かにそのような見方ができるが、施策全体を見てみな

ければと分からない。 

右の点数の入っていないものを事務局に渡して、作ってみたらどうかと提案した

が、出てこないので、皆さんにお配りした。私の私的な評価なので、皆さんがそれぞ

れの方法で評価してもらえたらと思う。皆さんも見るのに大変な時間がかかったと思

う。同じ項目や同じ事業が出てきて、それぞれの目標に対してどのように評価するか

が難しいので、このような数値評価にしてみた。来年度以降、市に、この数値で評価

を作っていただくと、委員の皆さんも２．９８が３になったな、３．１になったな

と、それなりに実感が出てくると思う。今回は、私が作らせていただいた物を、委員

の皆様にお渡しいただいた。 

自治会長は、今年の４月１日現在で２５４名中、女性が９名で、３．５４％ぐら

い。この数値を上げるのはなかなか難しい。 

審議会に参加してみていると、団体の方の意見では無く、もう少し市民の方の意見
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が欲しい。第６次計画の意見としても上げているが、女性の委員の割合を増やすのな

ら、女性の委員を出来るだけ公募で登用することからスタートしていかないと、審議

会の委員の比率を上げるのは難しい。 

当然、応募してこられる女性は、男性も含めて、積極的に意見を持っておられる方が

大半である。何も意見もお持ちで無い方が、わざわざ作文を書いて、委員に出て来ら

れることは無いので、市に積極的に考えてもらいたいという意見を第６次計画の方で

書いている。この第５次計画でも同じで、私なりの意見として述べさせていただく。 

 

【会長】事務局からも評価報告が出ているが、独自に第５次計画のまとめ、進捗状況

の評価を提示していただいた。 

その他、御意見がある方はおられるか。 

 

【Ｂ委員】 

私は公募委員です。そんなに積極的に男女共同参画をやろうというわけではないが、

男女の審議会に男も居てもいいかと思う中、応募した。 

実績の中に事業評価にＣがいくつかある。Ｃは、市だけでなく我々も含め、努力が足

りないのか。そもそもニーズが無いのか。このような事業は男女共同参画事業に取り

上げる必要がないのではないか。Ｃ評価、Ｄ評価の事業をどのように考えているか。 

 

【事務局】 

決して努力をしてないということはないと思うが、委員が言われるとおり、ニーズが

無いという事もあるかと思う。 

 

【Ｂ委員】 

先程の出前講座は、事例がなかった。そもそもニーズが無いものは、事業から外す選

択もあると思う。 

 

【事務局】 

「国際交流」の分野で、このような講座を必要とする場面はかなり少ないと思うの

で、事業毎によく精査してまいりたい。 

 

【Ｃ委員】 

以前、審議会で話した事があるが、今、男女だけでは分けられない性の方がいる。小

学生にも中学生にも、まだ意識が無いだけかも知れないが、小さい子の中にもいる。

そういう中で「男女共同参画」なのか。男女共同参画という言葉は、国で法律を作る

時に、偉い方たちが「男女平等でなくてはならない」と決めたもの。「男女共同参
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画」でも良いのかも知れないが、男女だけでは分けられない性の方と一緒に、住みよ

い防府市を作ることを考えた時に、この男女共同参画条例をどのような名称にするの

か。２０年、３０年も考えてきているので、進歩があっても良いのではないか。 

条例を変える時には、名称も考えていただきたいとお願いする。 

 

【会長】 

今、非常に話題になっている事だが、これについては、提案ということで、また考え

ていただきたい。 

 

【副会長】 

資料の中に、具体的な件数等が記載してあり、見ていてとても分かりやすいと思う反

面、指摘もしやすくなり、意見を申し上げるのが悩ましい。 

例えば、「いのちの学習」の講座は小学校２校で実施している。事業評価はＢで概ね

計画通り出来ているになっている。市内の小学校は何校あるのかと振り返ると、計画

の目標数が少ないのではないかと感じる。計画時点での目標数がどうだったのか。 

この項目に限らず、いくつか気になる箇所がある。 

また、私は県の男女共同参画に関連した、県央部の事業に参画させていただいてい

る。市は、その事業でも積極的に啓発している。私も防府市から出席している者とし

て、大変ありがたいと思う。この場をお借りしてお礼申し上げる。 

計画と評価については、今後、計画に生かしていただければと思う。 

 

【会長】 

大変、大切な事だと思う。 

先程、Ａ委員が言われた事と関連するが、評価をする時に、当初の計画そのものがど

うなのか。計画に対しての評価なので、当初の計画が曖昧であれば、数値や結果だけ

を見ても、評価をするのは難しい。 

次の計画でしっかり生かしていただければと思う。 

 

【会長】 

意見を出したので、私からも少しお伺いしたい。 

第５次計画の重点項目８「男女共同参画の視点に立った意識の改革」で市の男性職員

の育児休業取得率が目標を達成している。これは大変嬉しい事で、特に国も、少子化

に対し、いろいろな形で育児休暇や、男性の育児休業を積極的に進めていると思う。 

これをもう一つ踏み込んで、市役所だから出来る事、公務員だから出来る事として、

例えば男性職員の育児休業を、まず制度として「必ず取得する」という形ででも、取

得率を上げていく。あるいは、「男性が育児に参加をするのは当たり前」ということ
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をどこかの時点で出していけたら良いと提案する。最低２週間から始まり、後は育児

休業で。子育てをする男性、女性は、仕事が一番できる年代かもしれないが、みんな

がそういうことを助け合いながら、子どもを育てていく事が大事だと思う。 

一番、実施しやすいのが公務員であり、市役所が率先できることではないか。 

このところを考えていただけたらと思う。 

 

議題（1）第５次男女共同参画推進計画に基づく平和４年度事業実績について、承認い

ただける方は、挙手願います。 

 

（全員挙手） 

 

【会長】 

全員一致で「第５次男女共同参画推進計画に基づく平和４年度事業実績」は承認され

た。 

 

（２）第６次防府市男女共同参画推進計画に基づく令和５年度事業計画について 

 

事務局から「資料② 第６次防府市男女共同参画に基づく令和５年度事業計画」を第６

次男女共同参画推進計画書に基づき説明。 

 

第６次計画では、３つの基本目標を掲げ、それぞれの目標に対して重点項目と施策を

策定している。 

 

（Ｐ１の一番上の項目） 

政策・方針決定過程への女性の参画拡大について、女性の登用状況を調査し、女性委

員がいない審議会等の解消に向け、関係課に積極的に働きかけを行う。 

また、男女共同参画の趣旨を丁寧に説明し、推薦等に係る団体へ協力を要請し、女性

の積極的な登用を促進する。 

 

（Ｐ３の上から２番目・３番目の項目） 

希望に応じた多様な働き方の実現に向け、女性や高齢者が、就労に関して気軽に相談

できる専用の相談窓口を設置し、セミナーや座談会を実施し、本人の希望に寄り添っ

た就職支援を行う。 

また、育児や介護をしている女性の就労支援として、ＳＮＳを活用した情報発信など

の知識や技術、ホームページ作成、情報セキュリティなどのインターネットを活用し

た講座を開催する。 
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（Ｐ４ページの一番上の項目） 

女性が自らの意欲を高め、持てる力を十分に発揮し、社会で活躍できるよう、包括連

携協定企業と協同し「女性活躍推進セミナー」を開催する。 

令和５年度は、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社と協同し、８月２５日（金）

に「女性活躍推進セミナー」を開催する。 

なぜ女性活躍が必要なのか、女性の活躍・登用を実現している企業の対策、また仕事

と家庭の両立を支援するポイントをお話いただくこととしている。 

 

（Ｐ７の一番下の項目） 

多様化するニーズに対応するため、保育サービスの充実に取り組む。新たに病児保育

ＩＣＴ化推進事業として、病児保育施設の利用手続き、施設業務の負担軽減及び安定

的な運営の確保を目的に、施設の空き状況の確認や予約手続の業務をＩＣＴ化するた

めのシステム導入にかかる経費を支援する。 

 

（Ｐ８の一番上の項目） 

保護者が安心して保育を利用でき、子ども主体の保育を実現できるように、保育活動

のうち、特に繁忙な時間帯にスポット的な支援員の配置に係る経費を支援する保育体

制強化事業を行う。 

 

（Ｐ１３の一番上の項目） 

家族皆で共に担う家庭生活の促進、また家事・育児への男性の参画を促進するため、

啓発講座を開催する。 

７月２日には、整理収納アドバイザーを講師に迎え「片付く仕組みを作る整理収納講

座」を開催した。 

 

（Ｐ１３の上から２番目の項目） 

性別に関わらず誰もが家事・育児に参加することに関心をもってもらうために、家

事・育児を楽しむ写真を募集し、紹介をする「みんなで家事・育児フォトコンテス

ト」を開催する。 

昨年度まで実施していた「イクメン・イクジイ、カジダンフォトコンテスト」から対

象者を家事・育児をする男性だけではなく、夫婦一緒に家事、育児をしている姿、祖

父母の孫育てなど、みんなで家事・育児に主体的に取り組んでいる日常を撮影した作

品を募集する。 

第６次計画では、地域の課題の解決や魅力ある地域づくりに多様な価値観や発想を反

映させることができるよう、地域活動における男女共同参画社会の推進を新たに重点

項目に位置付け、取組を進めている。 
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（Ｐ１５の一番上の項目） 

防災の分野において、男女双方の視点が反映されるよう、防府市防災会議に女性委員

の登用を推進し、防府市地域防災計画の見直し、検討・修正の際に女性の意見が反映

されるよう努める。 

また、地域の防災活動に女性が参画するため、女性向け防災セミナーを実施する。女

性や乳幼児が必要とする物資を備蓄し、災害時には、女性に配慮した避難所の運営を

行う。 

また、地域の安全・安心を守るため、若者や女性をはじめ、幅広く消防団活動への理

解と消防団への入団促進を図る。 

 

（Ｐ１６の一番上の項目） 

地域活動等における男女共同参画を促進するため、各種イベント・地域行事等への参

加促進のため自治会広報に地域活動を紹介する。 

 

（Ｐ１８の一番上の項目） 

暴力を許さない意識啓発の推進のため、暴力の防止に向けた広報・啓発を行う。女性

に対する暴力をなくす運動週間（11/12～11/25）には、啓発看板・横断幕を設置す

る。 

また、若年層に対し、デートＤＶやＳＮＳ等による暴力の防止について普及啓発に努

める。学校を通して、市内の中学３年生及び高校３年生の生徒に、中高生にわかりや

すいデートＤＶのチラシや相談カードを配布する。 

市内の中学校において、交際相手からの暴力の予防・啓発のため「デートＤＶ予防啓

発講座」を実施する。令和５年度は中学校４校で予防啓発講座を実施する。 

 

（Ｐ２０の一番上の項目） 

被害者がひとりで悩むことがないよう、相談窓口について、積極的に広報し、周知拡

大に努める。市内の公共施設・産婦人科医院・幼稚園・保育園・店舗に相談窓口が記

載されたＤＶ相談カードを置いてもらうように依頼する。 

また、各種イベント開催時にも、周知のため相談カードを配布する。 

女性相談員等が電話や来所の相談に対応し、被害者の立場に立ち、自立に向けた支援

を行う。市の関係部署、山口県男女共同参画相談センターや警察と連携し相談体制の

充実に努める。 

 

（Ｐ３１の下から２番目の項目） 

全ての妊婦や子育て家庭が、安心して出産・子育てができるように、出産・子育て応

援ギフトとして、妊娠届出時と出生届出後にそれぞれ面談を受け、アンケートに回答
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した方を対象に、市内取扱店で使用できるクーポン券（妊娠届出時・出産届出後、そ

れぞれ５万円分）を支給する。 

 

（Ｐ３８の下から２番目と一番下の項目） 

性的少数者（ＬＧＢＴ）への理解増進法が施行され、地方公共団体は、性の多様性に

関する理解の増進に努めるものとされた。今後、法の趣旨に基づき、人権学習市民セ

ミナー等あらゆる機会を捉えて、多様な「性のあり方」について正しい理解がされる

よう、しっかりと周知を図っていく。 

 

【会長】 

各委員からの意見等の踏まえて、令和５年度の事業計画についての御意見はあるか。 

 

【Ａ委員】 

地域への女性の参画状況の指標として、自治会長と民生委員・児童委員の女性割合が

挙げられているが、これだけでは測れない。推進委員等、地域には色々な役割があ

る。事前に調査を依頼していたので担当に聞いたら分かるはずだが、女性の人数が不

明とある。その点を全て挙げていかないと、自治会長だけでは参画状況は測れない。 

私は、単位自治会長をして９年目になる。女性に自治会長が出来るかというと、現在

の複雑化、ブラックボックス化した自治会の活動ではなかなか難しい。私が初めて自

治会の総会に出た時に、役員の返事が「今までそうだったから、そうなんだ」だっ

た。 

これをどのように変えていくのかが難しい。私どもの自治会の総会は、半分以上女性

が出席する。認可地縁団体であり、一票あるので、子どもも出席する。私が自治会長

になった頃は、総会に出席する比率は８割ぐらいが男性だった。それが徐々に、女性

が出て来られるようになっており、決して女性が興味を持っていないわけではない。

それを前提に、どこを変えていけば良いのか悩んだ。 

毎年、自治会連合会では新任の自治会長の研修会を行っているが、今年、新たなテー

マを入れた。研修のタイトルに男女共同参画を入れると、自治会長は集まらないた

め、今回、研修の中に男女共同参画の視点を入れた。自治会では役員の担い手がおら

ず高齢化している。それと女性も含め、若い方に参加していただけていない。これを

どのように解決するのかと見た時に、男女共同参画から口をさすと、解決策は一緒。

これはおそらく他の団体もあると思うが、マニュアル化されていない。ルール化され

ていない。訳のわからないブラックボックスのような状態で運営されている。その部

分をきちんと見えるようにする。例えば、自分の自治会の年齢構成がどうなっている

のかすら、わからない自治会がいっぱいある。 

２点目として、まず自治会の会員の情報が、自治会側で全く捉えられていない。認可
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地縁団体は、０歳の子どもから施設に入所している高齢者まで、全ての情報を持って

いなければならない。任意団体の自治会は、世帯主の情報しか持っていない。これで

は女性の参画は無理。役員を選ぶ時も探す余地がない。これでは同じ方が続けなけれ

ばならない。 

もう１つは、国はポジティブアクションと言うが、２年前の研修会の時に、「自分の

自治会では、副会長のうち１名は女性の方を入れるよう会則で決めているが、それで

良いのでしょうね」と質問を受けた。私は「なぜ１名なのか。なぜ会長と副会長の合

計３名が女性になったらいけないのか」と聞いた。このような決め方は、国なり行政

から、男女共同参画で女性の割合を上げてくれということで、自治会で作られた規約

だと思う。これは積極的なポジティブアクションなのかというと、私から言わせれ

ば、ネガティブとまでは言わないが、消極的、パッシブなアクションだろう。自治会

で最も顕著で消極的なのは、自治会長を輪番で回すこと。これは自治会活動がなされ

なくなる最悪のパターン。私どもの連合自治会は、１５自治会のうち１２自治会が輪

番で回っている。替わってくる自治会長を見ると、やはりこのような傾向にある。 

女性が決して参加できないという事ではなく、参加できるようにどうするかという視

点で考える。それが、高齢者だけではなく、若い方にも参加してもらうという部分。 

今年度の防府市自治会連合会で何をしようかとしているかというと、年寄りばかりで

やっている時代ではなく、デジタル自治会にしないといけない。スマホを使ってデジ

タル活動をする状況を作っていかなければならない。この話をすると、必ず高齢者が

使えないと反対がある。防府市の６５歳以上の比率は８０％？になっているわけでは

なく、まだ５０％を切っている。 

今年、自治会長の研修を行い７２名の方が参加され、最後にスマホでアンケートをと

ったところ、６２名の方が回答されており、出来ないことはないが、やりたくない。

今年度から、デジタル自治会の取組を始めており、私の自治会は８月から実証試験を

行う。それを市にお願いし、市がデジタルの取組をするように考えなければ、自治会

活動が下火になるばかりである。例えば、常に会議や活動に出なければならなけれ

ば、女性の方も家事など、色々な事を抱えていて難しいと思う。しかし、夜などでも

スマホやインターネットを使えば、若い方でも十分参加できる。できるだけ参加でき

る範囲を広げるということ。女性だけに参加していただくということではなく、でき

るだけ多くの方に参加していただくような取組を、今年度からやりたいと思うのだ

が、市がかなり抵抗しています。皆さんのところにも回覧が回ると思うが、なぜ回覧

が市のホームページにあがっていないのか。理由が無い。自治会に未加入の方は、回

覧を全然見られない。おかしいじゃないかと言うのだが、市は抵抗している。だか

ら、まずは、そういう事から市に改めていただかなければいけない。そうするといろ

んな方が参加しやすくなる。 

先程、Ｃ委員から、「男女共同参画ではなくＬＧＢＴの観点を持って」とお話があっ
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たが、男女共同参画というよりダイバーシティです。性別だけではなく、年齢、国

籍、それから障害の有無、この辺も含めて、この審議会で、議論をして、市にもそれ

を含めた施策を考えていただかないと。 

計画書を読むと、「男女」「平等」が言葉としてたくさん出てくる。この平等は、私

は自治会活動の話をする時に「自治会活動はフェアでなくてはいけない」と言いま

す。依怙贔屓があってはいけない。そのポイントは３つ。イコルティ平等、エクリテ

イ公平、それからニーズ需要があるかどうかの、この３点で判断しなければならな

い。自治会活動で平等というと、広報を配り回覧を回すぐらいしかない。 

後は、男女である。それぞれ仕事を持っておられる方と、仕事がない方を公平に扱

い、役員をやっていただく事を考えないといけない。審議会の考え方のベースとし

て、公平も考ないと女性の参画は、非常に難しい状況もあると思う。 

スマホでデジタル自治会を始めると言うと、若い人は喜ぶ。会費を同じように頂く

が、必要が無い所には紙や回覧を回さない。これから、自治会も少しずつ変えていき

たいと考えている。 

 

【会長】 

市に対する、提言、提案という形でした。 

そんな中で、女性が参加出来るようにするには、どうしたら良いかを考える事は非常

に大事なことだと思う。 

 

【Ｃ委員】 

Ａ委員からお話があったが、若い頃から自治会は、その家の世帯主が出るものだと考

えてきた。 

世帯主である夫は、仕事で自治会の集まりにはなかなか出られないので、夫の代わり

に私が自治会活動していた。その時、副会長の１人に女性を入れることとなった。女

性として自治会に参加したわけでなく夫の代わりに出ていたが、「私を会計にするな

ら夫の名前ではなく私の名前でさせてください」と言い活動をした。 

自治会に、加入しない人がどんどん出てきて、自治会は大変だと思う。女性も男性も

関係なく、自治会活動に加われば良いと言われるが、どうだろうか。 

私は、市内に女性の防災士が1人か2人しかいなかった頃、自分の自治会に防災士が

いなかったので、市に「どうしたら防災士になれるか」と尋ねたところ、「自治会長

の推薦が必要である」と言われた。自治会長に推薦をお願いして、防災士の勉強をさ

せてもらった。その後に、男性の防災士も居るようになったが、自治会の在り方も何

か必要ではないかと思っている。「私にさせてください」という女性を育てていかな

ければならない。それが私たちの仕事だと思っている。デジタル自治会は、家に居な

くても、どこからでも参加ができて、便利と思った。 
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今、地域の活動が大変だというのは、私も感じている。自治会は大事だと思う。 

ボランティア連絡会で集まった時には、「皆さんの自治会、その班、隣近所を知って

いますか。そこからが始まりですよ。」とお願いしている。市民に、そういうところ

まで浸透する何かがあれば良いと思う。 

 

【会長】 

現状について、お話をいただいた。その他、何か御意見があるか。 

 

【Ｂ委員】 

先程、男女共同参画という言葉についての意見があったが、確かに日本語として据わ

りが悪い。これはもう何十年とやっていることであり、それこそ、手のみで岩をぶち

抜いて、トンネルを空けるような感じでやるような事だと思う。 

目標の一番上にある、男女の審議会等の委員の割合が一丁目一番地だと思う。 

ただ、割合が達成すれば良いのか。「達成するともっとこんな良い事がある」等、審

議会の委員だけでなく、色々な面でもっと大きな話がないといけないのではないか。 

これまで男性優位でやってきて、あげくが３０年間くらい失われた時代、未だに低迷

している。このままでは、日本は没落していく。例えばだが、国民総がかりでやるし

かない。男も女も関係ない。一緒にやりましょうと。空理空論だが、どこかでそのよ

うな話がないと、岩を壊すことが出来ないという感想を持っている。 

 

【会長】 

せっかく会議に参加されているので、皆様方も色々と思われている事を、どんどんお

話いただきたい。その話の内容が、今後の計画に反映されることになろうかと思う。 

 

【副会長】 

以前の審議会で、地域の会議に子どもを連れて参加したとお話した。正直、市役所の

会議に出席する時に「子どもをどうしよう」となった事もある。 

すぐでなくても、子育て中のお母さんでも参加しやすい体制を取っていただけたら、

市民の参画も少しは間口が広がるのではないかと思う。 

私自身も子どもの頃から、東福委員や門田委員がＰＴＡや地域で活躍しているお母さ

ん、女性として、背中を見ながら育ってきた。また、社会人になって倉員先生に逢

い、子育て中でも資格を取って活躍しておられる。そういった身近な地域の方々を、

次の世代に知ってもらえる機会はないだろうかと、皆さんの話を聞きながら思った。 

また、Ａ委員が、地域でＰＲして、間口を広げてくださっているという話を聞いて、

改めて、私自身も、次の世代にそういう姿が見せられるように、先輩方の姿を見なが

らやっていけたらと思っている。 
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９月２日に防府市防災士等連絡協議会の主催で、男女共同参画に関する啓発事業を含

めた防災イベントを、ルルサス防府２階で開催する。 

男女共同参画単独のイベントにすると誰も来ない。「女性が力を発揮するこれからの

地域防災交流」、女性が地域で活躍する事を一緒に考える円卓会議を予定している。 

宜しければ皆様にも御参加いただきたい。 

 

【会長】 

ＰＲを含めてありがとうございました。その他、何か御意見がございますか。 

 

【Ｅ委員】 

私の実体験を皆様にお伝えしたい。 

私は、防府地区総務会という企業グループの代表として参加している。 

民間企業に所属し、総務部門の管理職を務めている。昨年、管理職という立場になっ

てから、会社の中で初めて、男性として育児休業を取得した。 

初めての子育てで、ぜひ参加したいという思いで取得した。後ろから聞こえてきた言

葉は、「管理職が育児休業を取るとは何事だ」と。直接言われる方はおられないが、

どうしても聞こえてくるように、皆さん話をされてしまう。 

嫌な思いというよりは、これが今の実態だと強く感じた。それが今の意識で、まだま

だスタートラインだと思う。 

市の計画の中に意識の啓発、啓発・意識という言葉がたくさん使われているが、こう

いった取り組みを、止めずに続けていくことで、時間が経って振り返った時に、育児

休業は取って当たり前、周りの人間もそういったことが認められるような、防府市に

なっていくのではないか。先を見た期待と言いますか、まだまだ変わっていく余地が

あるのではないかと、私の実体験から、この場で共有させていただいた。 

 

【会長】 

私から２点ほど意見を言わせていただく。 

まず１点目は、第６次計画の体系では、範囲がある程度で狭まってきた。これは大変

素晴らしいと思った。Ｇ委員の意見にあるように、審議範囲が広範囲になりすぎてい

る。Ａ委員の評価にもありましたが、ものすごく多くて、実際に見て、よくわからな

いと感じた。いろいろな課が、関わってくる事は、男女共同参画では当然なのです

が、あまりにも数が多すぎて、この男女共同参画推進計画としての一番推進すべき事

は何だろうか、わかりづらい所があった。この第６次計画は、少しすっきりさせ、非

常に良いと思った。 

２点目は、私は、Ｃ委員の「子育てに優しい環境作りで、公共施設の駐車場で、親子

連れの駐車場の間隔を広くしてほしい」との意見が非常に良いと思った。これは、非
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常に大事な事だと思う。障害者用の駐車場にはマークがあり、少し広くなっており、

これは当然の事だが、防府市としてこれから男女共同参画で、みんなで子どもを育て

ていこうとする社会を作っていくのであれば、当然それに対する環境を整えていく必

要がある。例えば、子どもを降ろせる駐車場は近い所に。他の所では、子ども連れの

人は、別の受付になっているなど、待たせない社会がだんだん出来てきている。実際

にどこかでそういう事をやっていく、このまちは子どもを育てる事を大切にしている

ことが目に見える事が大事だと思った。 

これは、ご意見として参考とさせていただきますと事務局から回答してあるが、私

は、ぜひ進めていただきたいと思う。 

 

議題（２）第６次防府市男女共同参画推進計画に基づく令和５年度事業計画について

承認いただける方は、挙手願います。 

 

（全員挙手） 

 

【会長】 

全員一致で「第６次防府市男女共同参画推進計画に基づく令和５年度事業計画」は 

承認された。 

 

６ その他 

 

【事務局】 

「みんなで家事・育児フォトコンテスト2023」を７月１０日から１０月２０日まで募

集をしているので、委員の皆様方には、ぜひご応募の声かけをお願いしたい。 

 

７ 閉会 


